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第3回検討会の振り返り及び対応方針について
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【第１回】

・農山漁村のコミュ
ニティ維持、関係人
口
創出に参入する理由
と課題（企業が享受
するメリット）

・社内合意形成の推
進と承認プロセス

フェーズ 都市企業等が参入する上で必要な要素

企画段階

・参入の目的（短期～長期視点）
（既存事業への貢献、収益基盤強化、新規事業、ESG推進、地域経済活性
化）

・具体的な課題解決方法、支援方法の検討
・関係者とマッチング

実施段階

１．生産現場による受入れに直接的に係るもの
受入側メリットの把握、農作業の工程分離、現場と企業の橋
渡し（中間支援組織、自治体）必要な道具整備（自治体、生
産者）等

２．それ以外
全体コーディネート機能（中間支援組織）、マッチングプ
ラットフォームの提供（中間支援組織）、コミュニケーショ
ンの場づくり（自治体、中間支援組織）
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【第２回】

・地域との連携につ
いて（受入地域が享
受するメリット、円
滑な企業参入に向け
て、受入側・企業側
が対応すべきこと）

【第３回】

・大企業が農山漁村
で取組を持続する上
での課題は何か

・取組を持続させる
ためのアプローチ

【第４回】

・国による、企業に
対するインセンティ
ブの設計（どのよう
な
要素が企業にとって
インセンティブにな
り得るか、国が優良
事例
実績を認定・証明す
る制度の設計に関す
る
議論）

【第５回】

・総論、とりまとめ

全４回の検討内容を
踏まえ、総論をとり
まとめる。また、成
果物の作成に向け、
方向性について委
員・事務局間で擦り
合わせを行う。

モデルA モデルB

モデルC モデルD

ロジックモデルによる可視化

モデルE モデルF
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（事務局）

インパクトの可視化と測定

※第４回以降については、証明書検討会の進捗状況を鑑みて、
検討内容を調整することとする。

測定方法の検討

証明書制度との接続

資金拠出・人材派遣企業等のう
ち、インパクト創出に大きく貢
献しうる取組を行った者に対し
て国が評価・表彰

検討会における検討事項



• 日時：令和7年9月3日 13:00～15:00（オンライン開催）

• テーマ：

① 大企業の農村参入で地域・生産現場が享受するメリット・課題

② 円滑な参入に向け地域・企業が取るべき対応

① 大企業の農村参入で地域・生産現場が享受するメリット

• メリット ：関係人口増加、若手人材確保、地域価値再発見、Uターン促進など

• 課題 ： 企業参画の継続性確保、受入意向のばらつき、インフラ不足、心理的障壁 など

② 円滑な参入に向け地域・企業がとるべき対応

• 地域・自治体：企業の目的を丁寧に伝え、キーマン連携や情報発信を担う など

• 中間支援組織：「翻訳役」として企業とのマッチング、効率的・持続的参入支援 など

• 企業：社員参加を促す制度・風土、CSR・ブランド価値強化、継続性確保 など

第2回検討会の振り返り

第2回検討会では、①大企業の農山漁村参入で地域・生産現場が享受するメリット、②円滑な参入に向
け地域・企業がとるべき対応について、委員の皆様と共に議論を行った

開催概要

議論の
要旨



振り返り：議論テーマ① 大企業の農村参入で地域・生産現場が享受するメリット・課題

生産者へのメリット 自治体へのメリット 住民へのメリット

大企業の農山漁村への参入

✓ 繁忙期における人手不足の解消

✓ 将来の担い手確保、副業人材の
育成

✓ 都市部人材からの知見・技術の
導入

✓ 地域ファンや関係人口増加

✓ 地域経済波及効果
（宿泊・飲食・物流等）

✓ 産業・インフラ整備の促進

✓ 関係人口増による地域活性化

✓ 地域価値の再発見

✓ 企業連携による暮らし・文化継承

大企業の農山漁村参入により、生産者には人手不足解消や将来の担い手確保、自治体には関係人口増加
や地域経済波及効果、住民には地域価値の再発見や暮らし・文化の継承といったメリットがある



振り返り：議論テーマ① 大企業の農村参入で地域・生産現場が享受するメリット・課題

一方、地域・生産現場には人手不足や受入体制の未整備、企業には社員参加を促す制度の未整備や
戦略・事業との接続の難しさ、中間支援組織への理解不足や適正対価設定の困難さといった課題がある

地域・生産
現場の課題

企業
の課題

• 人材・スケジュール調整：繁忙期の人手不足、天候・季節への依存

• 受入体制：宿泊・交通インフラ不足、ITリテラシー格差

• 継続的な取組・成果可視化：取組の属人化、インパクト可視化の難しさ

• 社内方針・制度：社員参加を促す制度の未整備、社内での目的・方針の不一致

• 継続的な価値創造：戦略・事業との接続の難しさ、評価制度・組織文化の未整備

• 中間支援組織との関わり：中間支援組織の役割の理解不足、適正な対価設定の困難さ



振り返り：議論テーマ② 円滑な参入に向け地域・企業がとるべき対応

大企業による円滑な参入に向けて、企業は継続的な取組を支える体制構築や価値創造・インパクトの可
視化、中間支援組織は効率的なマッチング支援、受入側は人材確保や体制整備といった対応が必要

受入側

生産者

自治体

住民

中間支援組織

企業

とるべき対応

• 継続的な取組を支える体制構築、制度・社内風土づくり

• 戦略・事業との接続による価値創造、インパクト可視化

• 中間支援組織との連携、適正対価の支払い

• 「翻訳役」として企業・農山漁村とのマッチング

• 企業の効率的・持続的な参入を支援（インパクト可視化など）

• 中間支援組織同士の連携を強化し、各組織の強みを可視化

• 企業が農山漁村に入る際に必要な支援の整理とその機能を有する
中間支援組織のリスト化

• 生産者 ：人材確保、受入体制の整備

• 自治体 ： 情報発信、キーマンとの合意形成、インフラ
整備、インパクト可視化

• 住民 ： 地域資源・文化の伝達、心理的、障壁軽減



第2回検討会を受けての事務局としての対応方針

• 第2回で論点があがった、中間支援の見える化については、本事業内にて実施の中間支援組織と
大企業のマッチングを通じて、大企業が農山漁村に入る際に必要な支援の整理とその機能を
有す中間支援組織のリスト化を行う

• また同事業内で、実際に企業と中間支援を引き合わせ、連携にむけサポートしながらプロセスを
把握整理していく

• 第2回では、大企業が農山漁村に参入することで得られる地域側のメリットや、参入時の
各プレーヤーそれぞれが行うべき対応について議論した

• これを受けて第3回では、受け入れ後に継続性をもった取組にしていくための有効なアプローチ
を議論し、その内容を整理・体系化して中間取りまとめに反映させる

中間支援組織のリスト化について

大企業の取組継続について
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